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神田 大 臣 政務 官 出演 、 


資金 繰り 支援 に 関す る 広報 動画 制作 に つい て 


令 和 2 年 4 月 30 日 に 、「 新 型 ヨ ロナ ウイ ルス 
感染 症 緊急 経済 対策 一 国民 の 命 と 生活 を 守り 抜き 、 
経済 再生 ヘー」 を 盛り 込ん だ 令 和 2 年 度 補正 予算 | 
索 が 則 決 * 成 し まし た 。 | 神田 憲次 

















この 経済 対策 に お いて は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 用 飲 担当 大 正 政和 














感染 症 の 感染 拡大 に よる 影響 で 資金 繰り に お 困り 
の 中 小 企業 者 や 個人 事業 主 の 方 に 対す る 更 な る 支 
援 と し て 、 い わ ゆ る 実質 無利子 ・ 無 担保 ・ 据 置 最 
大 5 年 の 融資 に つい て 、 都 道府県 等 の 制度 融資 を 
活用 し て 民間 金融 機関 に も 対象 を 拡大 する 等 の 措 





































































































































































































を 当 が 動画 は 以下 か ら ご 覧 いた だ け ま す 。 
置 を 講じ て いま す (詳細 は 後 掲 ) 。 2 ウー クッ 
金融 庁 で は 、 こ の 融資 制度 等 を 資金 繰り に お 困 https://www.fsa.go.jp/ordinary/coronavirus2 
り の 事業 者 の 方 へ 広く お 知ら せ す る た め の 動 画 を し pressnme2 
(II 


この 動画 は 、 金 融 庁 ウェ ブサ イト の 特設 サイ ト や 、 金 融 庁 公式 Twitter、YouTube「 金 融 庁 チャ ン ネ 
ル | 等 の SNS で ご 覧 いた だ ける ほか 、YouTube に お いて 、 動 画 広告 と し て 配信 し て いま す 。 

動画 の 冒頭 で は 、 神 田 憲次 金融 担当 大 臣 政 務 官 か ら 事 業者 の 皆さま へ の メッ セー ジ を 収録 し て いま 
す 。 神田 大 臣 政務 官 ご 自身 も 、 税 理 士 と し て 、 資 金 繰り に 苦労 され る 多く の 中 小 企業 の 経営 者 の 方 と 
接し て こら れ た た め 、 と て も 気持 ちの こも っ た 収録 に な り ま し た 。 


神田 大 臣 政務 官 の 冒頭 メッ セー ジ 


“新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 で 資金 繰り に お 困り の 方 は 、 金 融 機関 に 積極 的 に ご 相談 下さ い 。 
金融 機関 で は 、 事 業者 の 皆様 の ニー ズ を 踏ま え 、 必 要 な 資金 繰り 支援 を 行っ て いま す 。 

さる 4 月 30 日 に 、 皆 様 の 生活 と 雇用 を 守る た め の 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 緊急 経済 対策 ] の た 
め の 信和 2 年 度 補正 予算 が 成立 し まし た 。 こ れ に より 、 銀行 、 信 用 金庫 、 信 用 組合 と いっ た 民間 金融 機 









































































































































































































































関 に お いて 、 無 利子 ・ 無 担保 融資 が 受け られ る よう に な り ま し た 。 
金融 庁 で は 、 こ うし た 無利子 ・ 無 担保 融資 の 迅速 な 実行 も 含め て 、 き め 細 か い 事 業者 支援 を 徹底 する 




















よう 、 金 融 機関 に 対し て 繰り 返し 要請 し て いま す 。 
私 自身 の 税理士 と し て の 経験 か ら も 、 苦 し い 時 に 
こそ 金融 機関 と 経営 者 が と こと ん 向き 合っ て 、 課 題 
IUCN0ONG2NS 才 BIG 
多く の 方 々 が 厳し い 状況 に 置か れ て いま す が 、 協 
力 し 合い な が ら 、 こ の 難局 を 乗り 越え て いき まし ょ 
DN" 





















































右 写真 : 神田 大 臣 政務 官 か ら の メッ セー ジ 
収録 の 様子 | 


kon as 迅速 に 融資 を 行う た め 、 融 資 に 関す る 手続 き は 
容 愉 舞 逢 糧 揚 全 で の 所 を 午 人 民間 金融 機関 が ワン スト ッ プ 体制 で 取り 組ん で いま す 。 
ーー ° 具体 的 な 手続 き は QR コー ド か ら ご 覧 くだ さい 。 


た a ) 地方 公共 団体 
= で 民間 金融 機関 ィ 1 の 
= ロ 間 全 機 隊 和合 考 5 信 協会 
事業 事業 者 


- W = 
ETE ET 
ーー 1 融資 
| | we d 


に を ま モヨ は) に み / ん て: た - え 1 






た 利子 分 を 事業 者 に お 戻し 
と な る 仕組 み と し て いま す 







































































動画 で は アニ メー ショ ン を 使っ て 、 実 質 無利子 無 担 保 融 資 や 
ンス ドック 手 村 き 等 つい < くく て くい ます 


民間 金融 機関 に お ける 実質 無利子 ・ 無 担保 融資 の 概要 に つい て 







































































































































































【 民 間 金 融 機関 で の 実質 無利子 ・ 無 担保 ・ 据 置 最大 5 年 ・ 保 証 料 減免 の 融資 】 

政府 と し て は 、 令 和 2 年 度 補正 予算 に お いて 、 事 業者 へ の 資金 繰り 支援 を 更に 徹底 する 観点 か ら 、 
いわ ゆる 実質 ※ 無 利子 ・ 無 担保 ・ 握 置 最大 5 年 の 融資 に つい て 、 都 道府県 等 の 制度 融資 を 活用 し て 民間 
金融 機関 に も 対象 を 拡大 する 等 の 措置 を 講じ て お り 、5 月 1 日 より 、 各 都 道 府 県 等 に て 順次 本 制度 が 

















3 は > 人 UMGUUNE SE 

※ 一 部 の 都 道 府 県 等 で は 、 一 度 事 業者 に 利子 分 を お 支払 いい た だ いた 上 で 、 事 後 的 に お 支払 いい た だ い 
た 利子 分 を 事業 者 に お 戻し する こと で 、 金 利 負 担 が 実質 的 に 無利子 と な る 仕組 み と し て いま す 。 

本 制度 に 基づく 融資 に 関し て は 、 金 融 機関 を 一 元 的 窓口 と し て 、 ワ ンス トッ プ で 効率 的 、 迅 速 に 各 
種 手続 き を 行う こと で 、 迅 速 な 融資 実行 を 推進 し ます 。 事 業者 の 方 は 、 お 取引 の ある 又は お 近く の 金 
融 機関 に お 問合せ くだ さい 。 


【 対 象 者 の 要件 】 





















































































































































画 以下 の 売上 減少 の 要件 を 満た し 、 セ ー フ ティ ネッ ト 保 証 4 号 ・5 号 ※、 危 機関 連 保証 いずれ か の 
= ミ 刃 = 


認定 を 受け て いる こと 








売上 高 415% 


回 人 事業 主 (事業 性 の ある フ 保証 料 ・ 金 利 ゼロ 




















リー ラン ス 含 む 、 小 規模 の み ) 
小 ・ 中 規模 事業 者 (上 記 除 く ) 


























E 料 ・ 金 利 ゼロ 








※ セ ー フ ティ ネッ ト 保 証 5 号 の 業種 に つい て は 、 5 月 1 日 を も っ て 全 業 種 を 指定 





【 そ の 他 の 要件 】 

















画 据置 期間 等 : 最大 5 年 ・ 無 担保 (経営 者 保証 は 原則 非 徴 求 ) 
画 融資 上 限 額 :3000 万 円 
画 補助 期間 : 保証 料 は 全 融 資 期間 、 利 子 補給 は 当初 3 年間 

































































遠藤 長官 に 聞く 、 





「 な ぜ 金 融 庁 は 組織 改革 を する の か 」 


金融 庁 で は 、「 国 民 の た め 、 国 益 の た め に 絶え 

ず 自 己 変革 で きる 組織 へ 」 と 変化 する た め 、 現 在 

「 金 融 庁 の 改革 ] 1 に 取り 組ん で いる 。 人 遠藤 長官 に 、 
その 目的 や 現在 の 進捗 状況 、 今 後 の 展 望 に つい て 

020 りこ (eee 





イン タビ ュー 概要 

国民 の 厚生 の 増大 、 経 済 の 発展 の た め の 金 融 庁 改革 

人 上 意 下 達 で な く 多 様 な 職員 が 知識 創造 を 

$ 組織 内 に 心理 的 安全 性 を 確保 し コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を 活性 化 

政策 オー プン ラボ で 職員 が 躍動 遠藤 俊英 金融 庁 長 官 

若手 は 現状 に 満足 せ ず ー 生 懸命 考え 抜い て 昭和 57 年 大 蔵 汗 ( 現 財務 汗 ) 入 省 

平成 30 年 より 現職 。 





ーーー- 環 彦 迷 ク ん で いる 参 装 の 攻 用 者 こと は 、 大 き な 政 策 の 中 で 国民 の た め に な る ん だ 
つい て 、 そ ぞ その 与 必 ・ 誰 奄 を 赦 そ て た た さい 。 と 『 腹 落ち 』 し た 上 で 目 の 前 の 相手 に 対し て 説明 
金融 庁 の 改革 は 、 直 接 的 に は 金融 庁 自体 の 組織 ご 、 前 向き な メッ セー ジ を 伝え な いと いけ な い 。 
や 職員 の た め の 改革 で す 。 し か し 、 究 極 的 に 目指 それ が 行え る よう に 、 我 々 自身 を 変え 、 我 々 の 組 
と ぼろ 0 の くだ DMR UDGD ラ モニ ドド トレ レレ レー | 
と で は な く 、「 金 融 行 政 の 目標 」 、 つ まり 、 国 民 だ と 思っ て いま す 。 
の 厚生 の 増大 や 、 企 業 ・ 経 済 の 持続 的 成長 、 国 民 ” その た め に は 、 利 他 主義 を 掲げ 「 人 や 国 の た め 
の 安定 的 な 資産 形成 を 達成 する こと で す 。 に や っ て いる ん だ 」 と いっ た 難し いこ と を 最初 か 
救 々 が 行政 サー ビス を 提供 する 対象 は 金融 機 日 CEGS、 ま は 日 20N に 
関 で あり 、 企 業 で あり 、 よ り 広 く 言え ば 国民 で あぁ と に 取り 組む 」 と いう 状態 を 作る こと が 重要 で は 
り 、 経 済 で す 。 こ の 究 牲 的 、 最 終 的 な 目標 を 連 成 さい で し ょ うか 。 そ うす れ は ば は 、 モ チ ペ ーション 表 
0 a IGG 
け な い と いう の が 、 全 融 庁 の 改革 の 日 的 で す 。 は 自分 が 属し て いる 課室 を 変え る 、 組 織 全 体 を 変 


える と いう 流れ が 生ま れ ま す 。 
た だ し 、 国 民 の 厚生 の 増大 や 企業 ・ 経 済 の 持続 CN 
Ra 際 ラー 


人 の 日 常 の 仕事 が どう 関わ りあ っ て いる の か 、 一 いく こと で 、 相 対す る 人 に 、「 こ の 人 は 自分 の 仕 


人 ひと り の 職員 が イメ ー ジ し に くい 場合 も ある と 事 に 非常 に プラ イ ド 持っ て いる し 。 前 向き に ポジ 
組ん で いる 仕事 の 中 身 に 納得 し 『 腹 落ち 』 る も の の の PA その 結果 、 金融 庁 と いう 組織 


こと が すご く 重 要 で す 。 自 分 が や ろう と し て い ぃ る 中 本 当 に 職員 1 人 1 人 が 『 腹 落ち 』 し て 政策 を 



































































































































































































































1 平成 30 年 7 月 4 日 公表 「 金 融 庁 の 改革 に つい て 一 国民 の た め 、 国 益 の た め に 絶え ず 自 己 変革 で きる 組織 ヘー」 : 
https://www.fsa.go.jp/common/about/kaikaku.html 
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金融 庁 の 状況 を 踏ま えた 問題 意識 


昌 環 境 変 化 (経済 の デジ タル 化 、 スロ 動 埋 の 区 人 グロ ー バ ル と ロー カル の 動き の 的 確 な 反映 ) に よ 
り 、 金融 庁 の 仕事 に お ける 比重 は 、 ① 軍 隊 的 <② 知 識 創 造 的 へ 。 


時 この 変化 に 対応 する た め 、 いか な る 組織 を 構築 する か 。 


_ ド kK 


昌 満足 度 調査 の 結果 、 民間 と の 比較 に お いて 満足 度 は 必ず し も 高く な い 。 
「 仕 事 の や り が い を 感じ な い 」「 人 を 大 切 に し な い 雰 囲 気 」「 将 来 に 明る い 見 通し を 感じ な い 」 


































箇 満足 度 調査 の 質問 項目 に 関し て 、 いずれ に つい て も 、 個室 幹部 や 課室 長 の ボイン ト は 高い 
(満足 ) 一 方 で 、 係 長 ・ 係 員 な ど 若手 の ボイン ト は 概して 低い (不満 ) 傾向 。 


















展開 し よう と し て いる な と 相手 に 伝わり 、 共 感 を 


介 る こと の でき る の で 8 訪 い で UI つう の 


世の中 を 変え る 第 一 歩 と し て 、 我 々 自身 が 変 
わっ て 、 そ れ が 人 金融 機関 を 変え 、 金 融 機関 を 変え 
る こと で 金融 機関 の 顧客 で ある 中 小 企業 や 国民 に 
も 良い 影響 を も た ら す と いう こと じゃ な いか な と 
ON 














乱 る の 詳 辱 が / 閥 導 ち / と て 、 金 送 閥 大 
の 方 や 司 選 に より 説 和彦 的 た に 島 まき かけ を 麻 う た め た に 
な 、 /£ 意 大 工 / と いう 2 ぼ を な が ら の 導 所 の 許 理 の 
や ク グ 方 を 変え る 必要 が ある と お 考え そえ で ん ょ うか >。 


金融 庁 も 行政 機関 の ひと つ で すか ら 、 ピ ラミ ッ 
iC 記 記 剛 の 和 0 のめり (こそ て 
の 記 志 MK 連 導き まで 牟 く 地引 の が た と いま 
Fe 


最近 よく 言わ れる 「 テ ィ ー ル 組織 2?] と いう 議 
めき GU の 0 は Oke 
の 人 間 が 一 糸 乱れ ず 真 面目 に 執行 する こと が 必要 
な 局面 も あり ます 。 そ うし た | アン バー 組織 2 」 
を 完全 に は 否定 し ませ ん 。 し か し 、 金 融 庁 は 民間 
に 極め て 近い 人 行政 機関 な の で 、「 ア ン バ ー 組 織 」 
的 な 側面 だ け を 維持 し て いた ら 、 民 間 と の 入 離 が 
と て も 大 きく な り ま す 。 民間 の 人 に 行政 の 意図 を 







































































フレ デリ ッ ク ・ ラ ルー が 提唱 し た 組織 理論 の こと 。 
,「 ア ン バ ー 組 織 ] … 組 織 を 軍隊 に た と え 、 
,「 グ リー ン 組 織 ] … 組 織 を 家族 に た と え 、 



































きち ん と 納得 し て も ら う に は 、 我 々 自身 が 「 ア ン 
バー 組織 |] から 「 グ リー ン 2 |」 ある い は 「 テ ィ ー 
ル | な 組織 に 変わ っ て いく 必要 が あり ます 。 


















































[ティ ー ル 組織 |] と か |「 グ リー ン 組 織 ] と は 、 
別 の 言葉 で 言え ば 、「 意 欲 と 知見 を 持つ 多様 な 職 
員 が 知識 創造 を 行う ) こと で す 。 多 く の 人 間 が 知 
識 創造 に 貢献 する に は 上 意 下 達 で は 無理 で す 。 上 
意 下 達 は 、 知 識 を 創造 する 人 間 を ピラ ミッ ド の 上 
に 置く た め 、 発 想 す る 人 間 が 極め て 少な く な る し 、 
0 の 上 ポ 2 所 6 が な し の OU 6 カニ ルト 
ファ ッ シ ョ ン の 発想 を し が ち で す 。 昔 の 経験 に 基 
づい で 話 を し で いる わけ で す 。 本当 に 今 の 世の中 
の 動き を ビビ ピッ ド に 感じ られ て いる か に つい て は 
疑問 で す 。 


私 は 、 金 融 庁 は せ 、 こ れ か あれ か で は な く 、「 ア 
ン バ ー」 な 局面 も ある し 、 よ り 包 摂 的 な 「 グ リー 
シン | で | チイ ィ ー ル | な 局 画 も あれ は いい と 思う て 
いま す 。 構え を 大 きく し て 、 活 発 な 知識 創造 を 
行う た め 、 知 識 を 生み 出す 人 間 を も っ と 多く し な 
SUM KNNO SS 


若手 も 含め た 金融 庁 の 約 1.600 人 の 職員 は 、 そ 
れ ぞ れ 非 常に 一 途 で 真面目 で 能力 が 高い わけ で す 
か ら 、 そ の 能力 を フル に 発揮 し て も ら う こと が 重 
要 で す 。 そ れ に よっ て 我々 の 組織 の 性 格 も 変わ っ 





















































金融 庁 2.0 へ 


金融 庁 2.0 
下 か ら 上 へ 


橋 の 繋が り が 太く 
de 











上 意 下 達 で 厳格 な 階級 に 基づく 明確 な 指示 命令 系 統 が 存在 する 組織 の こと 。 
階級 は 残す も の の 社員 の 主体 性 等 が 尊重 され る 組織 の こと 。 


























し 「 テ ィ ー ル 組織 」 … 組 織 を 一 つの 生命 体 に た と え 、 従 来 の 職員 の マネ ジメント を 廃止 し 、 社 員 一 人 一 人 が 自ら 


考え て 行動 する 組織 の こと 。 


て くる し 、 潜 在 力 を 発揮 で きる と / 


Ms の 。 そこ 
を 目指 さ な い と いけ な い 。 そ れ が まさ に 「 和 金融 店 
の 改革 | な ん で す 。 

















根 融 ケ の 成 者 の 送 克 炎 光 た 
癌 で どう 計 訪 し て いま すか > 
庁 内 で 行っ た 職員 満足 度 調 
eR これ まで の 改革 を 評 人 | 
す が 、 


つい て 、 學 六 


査 の 結果 を 見 て みる 
i で きる と ころ も あり ま 
まだ まだ 道 半ば だ な と いう 感じ で す 。 民 間 









































HI0 | 人 る 大 に な こい の 団 包 | 作 事 め 
や り が い を 感じ な い 」 と いっ た 点 で 低い 評価 と 
7902 の COO0SEIO5 
Mo つの Po 上 = ラリ ロン クラ 少 
人 数 グル ー プ 制度 * な どの 取組 み は 間違っ て いな 














田 
^ ハ 


いと 思う の で 、 き ちん と 継続 し て いく こと が 重要 
だ ど と 届い ゆ 主 。 


その た め に は 、 も っ と 職員 の 身近 な と ころ で 改 
革 が 具体 的 に 進ん で いる ん だ と いう こと を 実感 し 
て も ら わ な いと いけ な い 。 金融 庁 の 改革 は 口 だ け 
じゃ 次 く で 、 hl MN 
感じ て も ら う こと が 必要 で す 。 今 は 、 や や も する 
と 、 改 革 を 主導 する 人 事 部 局 と その 他 の 受動 的 な 
職員 と いう 図式 に な っ て いる 懸念 が あり ます 。 や 
ょ り 、 課 室長 、 審 議 官 、 局 長 と いっ た 管理 職 は 、 
























































未来 志向 の 組織 を 動か す 仕組 み 


還 い か に 個人 の 力 を 存 分 に 発揮 し つつ 、 十分 な 成果 を 生み 出せ る 組織 を 構築 する か 。 | 








司 と 部 下 の 認識 の ギャ ッ プ を 埋め 、 それ ぞ れ の 課題 に つい て 共通 の 理解 に 立ち 、 と も に 自分 事 と し 
に 取り 組ん で いく 。 


ーー 


8 





7 ~10 名 の 少 人 数 グル ー プ 化 。 
グル ー プ リー ダー を 中 心 に メン バー が 率直 に 話せ る チー ム の 形成 を 企図 。 


| グル ー プ リー ダー は メン バー の 話 を じっくり 聴き 、 共に 考え る 。 


① 少 人 数 グル ー ブ 





②③1on1 ミ ー テ ィング 














部 下 は 言い た いこ と を 言え ず (こん な こと 言っ て 大 丈夫 ? 怒ら れ な 


③ 心 理 的 安全 性 い ? ) 、 上 司 か ら の 指示 待ち に な っ て し まっ て いな いか ? 





③④ 政策 オー ブン ラボ 





| 自主 的 政策 提案 の 枠組 み 。 社外 の 仲間 と 共 働 する 試み 。 


金融 庁 の 組織 内 (【 上 司 一 部 下 】 と の 間 で 心理 的 安全 性 の 確保 され た 対話 付加 価値 ) 





金融 店 と 金融 機関 の 関係 (【 監 督 する 側 一 監督 され れる 側 】) 
金融 機関 と 企業 ・ 顧 宮 の 関係 





























































































































職員 の 実態 を 踏ま えて 、 小 さく て いい けれ ども 、 
確実 に これ だ け は 変え る と いう こと を 主体 的 に コ 
き ミツ トド し で 属し じい そそ 各 を 右記 ほや っ で いく と こ 
20GNER OCRNUWSGO で うる ここ で で 誤 風 の 
満足 度 を も っ と 大 きく 改善 する こと が で きる の で 
攻 疾 いか NU ま 9 

吉 


また 、 金 融 庁 の 改革 も 知識 創造 な の だ と 思い ま 
2 回 の 有職 員 が 自 條 だ ちら で 作り 四 N は II U 
例え ば 、「 政 策 オ キー プン ラボ 5」 な ん か は 、 自 分 
た ち が や り た い 政 策 を 自由 に の び の びと 実施 し て 
いる 。 こ うし た 動き が 現場 レベ ル で の 改革 に 現れ 
て くる の が 理想 で す 。 自分 た ちの 組織 に 根差し た 
具体 的 な 改革 を 現場 レベ ル で 実現 し て いく よう に 
し SONZ2JUU 


少 人 数 グル ー プ の 中 に 
















































































PHI UN 
る と ご る る め っ る で 、 ペ パイ 回 ツ ド 回 区 寺 多 PS 
と し て 身近 な と ころ か ら 始 まる 改革 に 取り 組ん で 
くれ て いる 。 来 事務 年 度 は 、 少 人 数 グル ー プ だ け 
で は な く て 、 課 室 や 局 全体 の レベ ル に 広げ て いっ 
NIIUNNG MOE 





























大 の 励 の めで 見 て みる と 、 須 病 ケ 半 太 
た に 屋 大 攻 入替 が 多い と いう 付 導 が あり ます が か が 、 必 
妻 を 遂 め て いく うそ で 、 撃 と さ み な ど を 憂 ど る 刻 
あり ます る > 


顧客 と の 「 共 通 価値 の 創造 」 の た め に 





還 顧客 起点 で 課題 を 解決 する た め に は 、 金 融 機 関 だ け で な く 、 金 融 庁 も 変わ る 必要 





指揮 命令 


金融 庁 2 2 


「 指 摘 型 」 の 検査 「 ブ ッシュ 型 」 の 営業 


探究 型 対話 





指示 の 連鎖 “Chain of Command" か ら 、 対 話 の 連鎖 “Chain of Dialogue" へ 













































































3 少 人 数 グル ー プ の メン バー ( ー 以 外 ) が 主体 と な り リ ー ダ ー (グル ー プ の マネ ジメント を 行う 者 ) と 1 対 1 (ワン ・ 
gr ジ "ウン ドド で 対話 を 行う a= ショ ン の 仕組 み 。 
職員 の 伸 中 の の (中 事 る 用 (ZOSU 請 党 SEISIAK 主 の の 二 交 jl の 活発 の 邊 に 還 人 語 ジョ) 区 0 
る 環境 を 整備 する と と も に 、 職 員 同 士 が お 互い に 支え 合え る 体制 を 構築 (仕事 の や り 方 を 係 単 位 か ら グ ルー プ 単 位 へ ) する め 
各課 室 の 中 で 5 -10 名 程度 で 編成 し て いる グル ー 2 
5 人 材 の 育成 ・ 活 用 、 組 織 の 活性 化 に 取り 組む と と も に 、 職 員 の 新た な 発想 や アイ デア を 積極 的 に 取り 入れ 、 新 規 性 ・ 
独自 性 の ある 政策 立案 へ と つなげ る た め の 、 職 員 に よる 自主 的 な 政策 提案 の 枠組 み 。 
6 ①④ 職 員 一 人 ひと り の 気づき を 業務 に 活か し 、 グ ルー プ と し て より よい 政策 を 企画 ・ 立 案 ・ 実 行 で きる 環境 、 

② そ の 中 で 、 お 互い に 支え 合い な が ら 、 共 に 成長 で きる 体制 、 























を 目指 し て 試行 。 














あり ます 。 人 金融 庁 は 、 経 歴 が 異な っ て モノ の 考 
え 方 や カル チャ ー が 違う 人 た ち が 混 在 し て いる 特 
徴 的 な 行政 機関 だ と 思い ます 。 も と も と 公務 員 の 
人 も いれ ば 、 民 間 企 業 出身 の 人 、 土 業 出身 の 人 も 
SU 直人 022 tU2A U こ ESUSiq 
きち ん と 横 車 を 差す 、 公 平 ・ 公 正 な 人 事 を 行う こ 
と が 大 変 重 要 だ と 思い ます 。 国家 公 務 員 試験 の 総 
舎 則 由 合 格 U た こと 月 月 を も っ 炊 上 上 和信 に わ 
Co 人 所 侵 過 さき 作る 0 人 06G 有 EE に を や っ てい ん 
ら 、 混成 部 隊 の 組織 は それ こそ 崩壊 し て し まう と 
NR 


今 は 行政 に 民間 的 な 発想 が 入り 込ん で いる し 、 
欧米 で は リボ ルビ ング ドア と いう 形 で 、 民 間 で 働 
いた 人 が 人 行政 に 、 行 政 で 働い た 人 が 民間 に と いう 
働き 方 が 定着 し て いる 。 そ うい 3 う 世界 に 日 本 も 近 
OU きく で くい の そつ いう た 電 味 で ク 目 三 パ の ル 
スタ ンダ ー ド に 近い 行政 組織 に な りつ つ あ る 金融 
庁 を どう 組み 立て 、 運 営 し て いく の か は 、 新 し い 
課題 だ と 思い ます 。 

















































































































人 毅 ケ で が /4 ル シス テス が 更 攻 さ カ 、 チ 
ン ラ アン と で 圧 三 が 大 鋭 を 尋 育 す る ケ 必 SS / み 
ん な を の の ろだ ば 7 / る 店 ら まん た 。 新しい デ テクノ 
ロロ ジー を 人 愛 民 訂 の 必 吉 た 注記 し て いく ぐ ど ジョ ン な だ 
つい て どう お 考え で ん ょ うみ, 

「 み ん な の ひろ ば 」 の 創設 に は 、 私 自身 、 強 い 
TDIUUIOY2O20UN ID 


様々 な 職員 か ら 情 報 が 発信 され 、 そ れ に 仲間 や 
上 司 が コメ ント する こと で 、 組 織 横断 的 に 、 オ ン 
シシ リン 0 ぐ ニコ ニッ ーー ンク 2 以 し に (2006 さこ 
(の 寺 有 NMNINIGUN SG UIO 発生 内 
容 は 小さ な 語 で も いい ん で す 。 小さな エ ピ ソ ー ド 
を 発信 し て 、 そ れ に 対し て 仲間 や 上 司 が 気軽 に コ 
2 ン IN の NGIDIOSIDE SG 抽 向 /A 
GDI DIGUU 60 OS の 5 に 還 2UYD0 の の ) 
の NG200 の 本 の 昌和 0 lih コニー クニ ン ョ 
ン の 界 守 6 思 通 の SIN OS SU まま の 9 


新しい LAN シ ステ ム の 使い 方 は まだ 発展 する 余 



















































































7 有志 職員 ・ 職 員 個 人 等 に よる 取組 み を 広く 共 



































地 が あり ます 。 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 も あり 
の 市 2 0 こ る 治 用 中 IEU 作 上 四 仙 
加 を る た め の 廊 東 を 考え くい いく と が 和 是 要 だ と 
MdN 




















[ イン タビ ュー の 様子 ] 


砂 女 根 且 に 励 チ る が 太 に 、 刀 茂 改 の 
太 る 参 契 し て いま みみ パフ ォ ー マ ンズ ス を. と プ る た 
め に だ 、 改 区 改 と 人 参 肘 の 盛 硫 が どの よう だ 謎 開 
と て い ぐ べ まき と みあ 考 そ で ん ょ うろ 


私 自身 、 こ れ ま で 何 度 も 財務 局 を 回 っ て 職員 と 
話 を する 機会 が あり まし た 。 「 財 務 局 の 職員 は 、 
金融 庁 の 地域 金融 行政 や 組織 改革 に つい て いけ て 
aaNl 司 0 つのり ま の が が は | な 当 に 
そう か な 」 と 感じ て いま す 。 彼ら に 金融 庁 の 地域 
金融 に 関す る 問題 意識 や 組織 の あり 方 に つい て の 
2 ブン NEISISS NIS II 56 
いで すね 」 と か 、 | 財務 局 に お いて も こう いう 間 
の る の 中 の こく 年 2 くい レス ポン AE っ 
て きま す 。 み ん な 強い 問題 意識 を 持っ て いる な と 
感じ る と と が 非 庫 に 多い で す 。 

引き 続き 財務 局 と の 議論 の 機会 を 作っ て 、 コ 
2 ョ 2 WW の の の 9 
金融 行政 の 実現 に 向け た 近道 だ と いう こと に 尽き 
ES 

これ は 、 金 融 庁 内 の 様々 な 部 賭 問 で コミ ュ ニ 
の ee LRN く 7GU0S の lp 2 の 司 し 















































月 する た め の 庁 内 掲示 板 の こ と 。 














で す 。 組織 を 超え て 、 財 和 務 局 職員 と コミ ュ ニ ケー 
ショ ン を うま く 図 り 、 気 持ち を 同じ に ずる た め に 
は 、「 心 理 的 安全 性 8] が 必要 で す 。 自分 の 考え 
を 率直 に 話せ る こと が と て も 重要 で すし 、 自 分 の 
問題 意識 を 正直 に 吐露 する こと で 、 相 手 も 正 直 に 
し で ぐ 汽 る 。 そこ が びら 恋 当 の 菩 ! 隙 で の a コミ = 
ケー ショ ン が 始ま り ま す 。 自分 の 方 か ら 率 直 に 話 
し で oy《 く と と で 、 dE 深い 委 き ョ 己 人 ケー ショ ジ シ 恋 
IiG き 2 の 9 の GS ま の 






































政策 オー プン ラボ 


" 若手 職員 を 中 心 と し た 人 材 の 育成 ・ 活 用 、 組 織 の 活性 化 に 取り 組 お と と も に 、 職員 の 新た な 発想 


や アイ デア を 積極 的 に 取り 入れ 、 新 規 性 ・ 独 自 性 の ある 政策 立案 へ と つなげ る た め 、 職員 に よる 自 

主 的 な 政策 提案 の 枠組 み (政策 オー プン ラボ ) を 設置 。 

ソ ブロ ジェ クト 参加 者 は 、 業務 時 間 の うち 1 ~ 2 割 程度 を 政策 オー プン ラボ に 充て て よい こと と し 、 活 
動 に 必要 な 経費 ( 例 : 有識者 へ の ヒア リン グ に 要する 費用 ) を 支給 。 あわ せ て 、 幹部 職員 を 各 ブ 
ロジ ェクト チー ム に メン ター と し て 配置 し 、 プロ ジェ クト の 進捗 管理 を 行う 。 

" 昨 事務 年 度 、 15 の プロ ジェ クト チー ム が 立ち 上 が り 、 約 80 名 の 職員 が 参加 し 、 そ れ ぞ れ 幹 部 へ の 
報告 会 を 実施 。 

金融 教育 の あり 方 Pillar2 資本 有 課 及び それ を 通じ た マク ブル ツー ル の 栓 計 
有価 証券 幸 告 如 等 の 宜 葉 務 に お ける AI 利用 の 検討 金融 庁 ネ ットワーク を 活用 し た 地域 課 融解 決 支援 
金融 庁 の ビジ ョ ン 策 定 ルー ティ ン 業 務 に お ける IT 技術 の 活用 

金融 行政 の オー ラル ヒス トリ ー 2040 年 に お ける 金融 の 将来 像 

資産 運用 業 の 高度 化 に 資す る 調査 及び 諸 施 策 の 検討 職員 の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 活性 化 

デリ バテ ィ ブ 取引 市 場 に お ける Dynamic supervision を 目指 し て 米国 商業 銀行 や 当局 検査 * 監 督 実 上 


デー タ - 定 呈 分 析 に 暴 づ いた 政策 立 宗 の た め の ヒ スト リカ ル デ ー タ の 家計 ドッ グ 構 起 (個人 ・ 家 計 の 効率 的 な 資産 形成 の た め の 手 
整理 ・ 分 析 モ デル の 提案 法 ) 


子育て 職員 プロ ジェ クト 











ーーー- 考 チ 盛 辱め 必 の / 選 筑 オー プン ラボ / 
な は 、 詩 々 な デ テーマ で の 故 委 み が 着 み な と 、 一 定 の 
恋 加 が た が っ て いま す 。 今 刻 、 ど の よう だ 友彦 さ 
どど て いく 台 考 そ で ん よう の > 





や る 気 が あ る 人 が いて 、 場 が あれ ば 、 力 を 発揮 出 
来る こと が 分 か っ た ん で す 。 














今 は 、 こ れ を 組織 の 力 に 昇華 させ る に は どう す 
べき か と いう ステ ー ジ に き て いま す 。 政策 オー プ 
ン ラ ボ の 様々 な 成果 を どう 組織 と し て の パフ ォ ー 
シン ( 人 の 800 0 か 回 Me ろく 6 の 
私 は 成果 を 積極 的 に 対外 発表 する べき だ と 考え て 
UN まお 8 


28 表 の 住 尺 は 和信 器 抽 の グレ ジッ トド で 

シク パー し て で こい いし リージ 
ン ラ ボ の メン バー を 金融 庁 の パー マネ ント な 組織 
li まう) お のり まま 9 MG MS 
題 解決 支援 チー ム 3 と いう 実例 が あり ます 。 こ れ 
ら の や り 方 で 、 議 論 の 結果 を 外部 に 発表 し 、 投 げ 
か ける こと で 、 よ り 多 様 な 職員 が 知識 創造 に 貢献 
EMB IOU UP022 5 OU DE 





































































































廊 旨 攻 才 を 交 あ る た な は な 、 長 富 だ びび で な く 、 
刻 の 姜 部 の 吉 癌 る 看 要 だ と 還 い ます 。 人 駿 部 の 意 剛 
な は 変わ か っ て ま て いま すか 

幹部 の 意識 を 変え る と いう の は 言う は 易 し で す 
が 、 な か な か 難し いで す よ 。 私 も 含め 、 幹 部 に は 
較 こ れ まで の 経験 で 稚 立 され た 人 格 や モノ の 考え 



































BR 東寺 ラン シン ッ ク 2 相当) 信 人 0U CS と 思い 
3 

















実は 、 政 策 オ ー プ ン ラ ボ を 始め る と き に は 、 す 
ご く < 心配 し まし た 。 職員 の 心 の 中 に は 本 当 は や り 


GOGO220 0000 20  UUUU の 0 の 0 ここ 
中 る 全容 が な いと 思っ 応 夫 者 が 由 く で こない 
の 6 の NANO で GU 6 


が し 実際 直 は 多く の 応募 が かめ っ うた 。 始め 
92A7 当 で 且 やり の の 002 り た いく さら る の 
中 に 持っ て いて 、 き っ か け を 求め て いた と 分 か っ 
た わけ で す 。 特に 、 IT 技術 を 用 いた 業務 効率 






























































化 ] は 評価 され て 、 国 家 公 季 員 制度 担当 大 臣 表 彰 
UVS りさ に 霞が関 の 中 で も 高く 評 1 き し 記 区 





9 一 人 の ひらり が 條 2 る 2 局 の こと る がく 。 対し Te 伏 言 
3 地域 経済 の 活性 化 に 向け た 熱い 想い を も っ た 
チー ム の 取組 み を サポ ー ト する た め 
(参考 ) 












































公表 [等 





令 和 2 年 5 月 8 








区 巡る で で 下がら 低 (KC さき MGW た だ た 
語 05002 の 0 だ 6 と この で ちの の が か 人 の の 0 り まま 


私 は 、 仕 組み と し て 徹底 し た 情報 共有 、 何 を 幹 
部 間 で 議論 し て いる か を 開示 する こと が 大 事 だ と 
思っ て いま す 。 幹部 は 、 何 を 重要 な 間 題 だ と 課題 
EN0IGUDOO の が を オー アン (96 Ce 5 
て 職員 は それ を 建設 的 に チェ ッ ク す る 。 も し 進ん 
Ua ISSO (も UDMA CO9 
職員 か ら 批 判 を 受け れ ば 、 我 々 幹部 は 、 そ れ に 対 
し て 。 履 めで て 尊 入 方 を を 発 人 ずる 。 こ うし 泡 到 訪 同 
の ⑳ の 加計 愛 呈 人 ケ 全 ジ ※ 員 芝 の 胸 左 の 窟 め 、 庁 内 SNS 
「 み ん な の ひろ ば | の よう な ツー ル が 重要 だ と 考 
SU 




























































































行動 で きる 場 の 状況 や 雰囲気 。 
志 メ ン バ ニ で 構成 され た 政策 ポニ アン ラボ の チー の 二 つ 5 
に 、 令 和 元 年 7 月 に 「 地 域 課 題 解決 支援 室 | を 設置 。 














金融 庁 と し て も 








融 店 職員 も 現場 で 一 緒 に 考え ます 『 地 域 課題 解決 支援 チー ム 』」 
https://www.fsa.go.jp/policy/chiikikadaikaiketsushien-team/chiiki-kadai-top.html 





で きる か ぎり 考え を 透明 化し 、 多 く の 人 が 情報 を 
共有 し て 議論 に 関わ る こと に よっ て 、 金 融 庁 の 改 
革 を 継続 する 。 こ うし た 仕組 み を 継続 ・ 拡 充 し て 
EAIUO こ NIS) 
レツ ンー の か か の と の 大 だ こと 思い まう 



























































刻 導 に 、 考 子 に 選ん て エー ル を いた だ 


クッ 
「 自 分 で も の を 考え る | 、「 自 分 で 課題 設定 
29 証 目 和 の (1 























思い ます 。 これら は 社会 人 で ある 以上 、 目 の 前 に 
2222 EE GDIUUUE き ほし UI の 2 で っ 
Ta 


今 、 目 の 前 に ある 仕事 を いか に し て レベ ル の 高 
い 、 質 の 高い も の に 仕上 げ る か 。 そ の た め に 自分 
ひと り の 力 で 足り な か っ た ら 、 自 分 の チー ム の 伸 
間 と いか に 協力 する か 、 相 手 に 理解 し て も ら う た 
DI 0 

I の な ど な ど を 一 生 
NO * い えば 、 目 の 前 の 
i この 


その 積み 重ね に よっ て 、 自 分 自身 は 必ず 成長 で 
きま す 。 そ れ に よっ て 金融 庁 と いう 組織 が 変わ り 
ます 。 金融 庁 が 変わ る と 金融 機関 が 変 


わっ て 、 経 
済 ・ 社 会 に も 少な か ら ず 影響 を 与え る こと が で き 
SG 


今 の 若手 に あえ て 注文 を 付け る と する と 、 あ ま 
りり 喝 給 人 ほ 満 是 し し 座 い で し いと いう こと 。 共 が し 
いと 思っ た ら 、 徹 底 的 に その お か し さ を 追 及 し て 
司 則 UMN 本 介 玉 の が な いら 考え ん 000CUMPUV あめ る 和紀 
度 突 っ 張っ て も の を 考え る こと が 必要 だ と 思い ま 
2 認 ESAS ド 思い 旧 区 SGS 0 ee ) こい 
くら い の 大 き な 気 概 を 持っ て も らい た い 。 そ の た 
め に 、 グ ロー バル な 社会 ・ 世 界 の 中 で 、 日 本 が ど 
うい う 位 置 づ け な の か を 意識 し て ほし い 。 


金融 庁 は 本 当 に 恵まれ た 行政 機関 で 、 グ ロー バ 
Al 二 カ ルル に また が る 和 天 に 面 自 WN 侍 事 が で き 
まま 9 回 内 の 上 (pi( 靖 較 上 20 く ア ラベ パ で 3 
グロ ー バ ル と ロー カル の 視点 を 持ち 、 自 分 を 鍛え 


















































































































































[| イン タビ ュー の 様子 | 














な お す 、 組 織 を 直す 、 社 会 に 貢献 する と いう こと 
を 考え て ほし いで す 。 自 分 の 成長 の た め と 思っ て 
つて いる 休 手 の 住 会 の た の め に な る これ かま 

に 国益 の 追及 だ と 思い ます 。 是非 こ の 金融 庁 を 
ー つ の 足場 に し て 、 間 題 意 識 を も っ て 手抜き を せ 
ず 、 日 々 直面 する 仕事 に 工夫 し な が ら 取 り 組 ん で 
も らい た い 。 


世の中 は 面白 いも の で 、 こ れ を や ろう と 思っ て 
ー 生 懸命 や っ て いる と 、 相 手 が 胸 徐 を 開い て くれ 
る ! 同志 と も 言う べき 人 や グル ー デ アダ に も 在 思 議 
と 出会え る 。 道 は 開け る の で す 。 面倒 くさ いと 思 
0l 昌 UNGB SO の の レン 
で み で 、 湯 織 の 外 に も ネッ トワ ー ク を 築い で F さ 
い 。 地域 金融 関連 の 「 ち いき ん 会 | が 良い 例 で す 。 
これ は 人 金融 庁 の 職員 が 思い を も っ て や り 始 め て 、 
2 IG 発生 し の ら ロコ く lm し NO 0 才 る 
持っ た た くさ ん の 人 が 参加 し て くれ まし た 。 ど ん 
72SIIIG9 目 の の 0 四 DSS る 語 伸 太 市 
Bt MEUUUAKGGE の 






















































































































































































以上 


イン タビ ュ ア ー: 広報 室長 和田 良隆 


政策 解説 コー ナー 


監督 局 総務 課金 融 会 社 室 ヤミ 金融 対策 担当 
(※ 本 稿 に お いて 局 、 見 に 係る 部 分 は 筆者 の 知人 的 見 解 で あ り ヽ 所 客 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あ り 8S ER ) 








































































































































































































最近 、 給 与 の 買取 りな ど と うた い 、 個 人 が 勤務 先 に 
対し て 有する 賃金 債権 (給与 ) を 買い 取っ て 人 金銭 を 交 を うた っ た 
付 し 、 当 該 個人 を 通じ て 資金 を 回 収 す る 「 給 与 ファ ク 生み 0 ああ ba @ - る 
タリ ング 」 と 呼ば れる 手法 を 巡っ て 、 様 々 な 被害 が 発 還 才 お 3 は 1 
生 し て いる と の 指摘 が され て いま す 。 「 給 与 フ ァ クタ リン グ 」 な ど と 称し て 、 個人 の 賃金 債権 を 
[給与 ファ ク 婦 リ ン グ ] 隊 、 経 済 的 に f き 付 け と 同様 ei hi 個人 を 通じ て 資金 を 回 収 す る 業務 は 、 
の 機能 を 有 し て いる た め 、 こ れ を 業 と し て 行う こと は 、 代金 業 登録 を 受け ず に こう し た 業務 を 営む 者 は 、 違法 な 
NR A NS ERE NR ヤミ 金融 業者 で す 。 
金 業 法 上 の ーー 金 業 a 該当 し ヽ 同 VE の 登録 を a 編 ず = 賃金 業 登録 の 有無 は 、 金 融 庁 WEB サ イト ( 登録 貸金 業者 情報 給 索 サー ビス ) か ら 検 索 で きま す 。 > 






























































HE ミイ 「 キ ファク リング 」 に 貞宗 
SR も [給与 ファ クタ リン グ 」| の 概要 や 貸金 
法 と の 関係 、 金 融 庁 に お ける 取組 等 に つい て ご 紹介 し 


表 Te 賃金 人 用 (98 の 人 の の 和 勤務 
コ 
i り ます 














2 


























の 業務 に お いて は 、 人 


[給与 ファ クタ リン グ 」| の 概要 

記 刷 22020 り 220S (0 ポ ) 人 有 1 い ) 
る 売 掛 債権 を 、 期 日 前 に 、 一 定 の 手数 料 を 徴収 し て 買 
い 取 る サー ビス (企業 の 資金 調達 の 一 手段 ) で あり 、 
法 的 に は 債権 の 売買 (債権 譲渡 ) 契約 で す 。 | 


































































































「 給 意 マ ァ ク 旬 リ ジジ タタ | 必 、 ミ の スス キー ん ム を 個人 
当て は め た も の で あり 、 個 人 が 勤務 先 に 対し て 有する 
賃金 債権 を 、 給 与 の 支払 日 前 に 、 一 定 の 手数 料 を 徴収 し て 買い 取り 、 給 与 の 支払 日 に 、 個 人 を 通じ て 
賃金 債権 の 回 収 を 行う も の で す 。 こ の 「 給 与 フ ァ ク タリ ング | を 巡っ て は 、 年 率 換算 で 数 百 % に も な 
る 手数 料 を 支払 わ さ れ る 、 フ ァ ク タリ ング 業者 へ の 入金 が 滞る と 大 声 で の 届 喝 や 勤務 先 へ の 連絡 と 
いっ た 私 生活 の 平穏 を 害する よう な 悪質 な 取立 て が 行わ れる な どの 被害 が 発生 し て いる こと や 、 繰 り 
返し 利用 し た 結果 、 自 己 破産 に 追い 込ま れ た ケー ス も ある こと な ど が 報道 等 で 指摘 され て いま す 。 

金融 庁 は 、 本 年 3 月 、 | 給与 ファ クタ リン グ | を 業 と し て 行う も の は 貸金 業 に 該当 する 旨 
NIL ま 05 Ge 




















注意 喚起 リー フレ ッ ト | 


( 令 和 2 年 4 月 9 日 公表 ) 






















































































































































































[給与 ファ クタ リン グ 」| の 貸金 業 該 当 性 に つい て 
( 1 ) 賃金 債権 の 譲渡 に つい て 
最高 裁判 所 の 判例 や 厚生 労働 省 の 国会 に お ける 答弁 等 ? に よれ ば 、 労 働 者 の 賃金 債権 に つい 
て は 、 労 働 基準 法 第 24 条 に お いて | 賃金 は 、 通 貨 で 、 直 接 労働 者 に 、 そ の 全額 を 支払 わな けれ 
ば な ら な い 」| と 定め られ て いま す が 、 賃 金 債権 の 譲渡 その も の を 禁止 する 規定 は な いこ と か ら 、 
賃金 債権 が 譲渡 され た 場合 に お いて も 、 譲 渡 自 体 を 無効 と 解す べき 根拠 は な いと 解 さ れ て いま 
す 。 他方 、 同 条 は 、 労 働 者 の 生活 の 糧 で ある 賃金 を 確実 に 労働 者 の 手中 に 支払 われ る こと を 確 
i で ある こと に 鑑み 、 労 働 者 が 賃金 の 支払 を 受け る 前 に 賃金 債権 を 他 に 譲渡 
し た 場合 に お いて も 、 そ の 支払 に つい て は な お 同 条 が 適用 され 、 使 用 者 は 直接 労働 者 に 賃金 を 
支払 わな けれ ば な ら ず 、 賃 金 償 の 譲受 人 は 自ら 使用 者 に 対し て その 支払 を 求め る こと は 許さ 
99 SUGUDS di 9 
















































































































































































































































































(2 ) 貸金 業 該 当 性 に つい て 














貸金 業法 
| (に UE 
































NAND SS 
[金銭 の 貸付 け 」 


( 金 


へ 
a 




















= 銘 の 交 
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勤務 先 





ら 支 払い を 求め る こと は 
許さ れ な い (最高 裁判 例 ) 














、 











WM 
し て 行う も の だ け で な く 、 「 手 形 の 割引 、 
売 渡 担 保 そ の 他 こ れ ら !【 こ 類 する 方 法 に に ① 賃 金 債権 ⑤ 給 与 支 払い 
て する 金銭 の 交付 ] を 業 と し て 行う も の も 、 
含ま れ て いま す 。 こ の | 貸金 業 ]」 の 該当 性 ③ 債 権 譲渡 5 
に つい て は 、 経済 的 側面 や 実態 に 照ら し て 0 ーー ファ クタ リン ク 系 
判断 され る も の で す 。 主 Ns a (譲受 人) 
答 写 用 ァ ク タリ ンク お いて は BI 
述 (1) の 労働 基準 法 の 解釈 を 前 提 と する MR し た 低 多 の 引 波 し の ワ ェ ブサ イト な ど で 
と 、 賃 金 債権 を ファ クタ リン グ 業 者 に 譲渡 勧誘 
た 場合 で も 、 同 法 第 24 条 の 規 思 に より 、 | [給与 ファ クタ リン グ 」 の スキ ー ム 例 | 
使用 者 は 直接 労働 者 に 対し 賃金 を 支払 わな 
けれ ば な ら ず 、 賃 金 債権 の 譲受 人 で ある 
ファ クタ リン グ 業 者 は 、 使 用 者 に 対し て 直接 債権 回 収 を 行う こと が 許さ れ な いと 考え られ 、 ファ 





クタ リン グ 業 者 は 、 常 に 労働 者 を 通じ て 債 





その た め 、 | 給与 ファ クタ リン グ 
で な く 、 業 者 に よる 労働 者 か ら の 6 
0 経済 的 に 


ァ ク タリ ジ シク | 人 靖 ど し で 行う る の | 


金融 庁 に お ける 取組 














貸金 業法 











登録 営業 3 


006 の AS 


RE 











條 該当 (の る こと か ら 、 


















































GUN ジ の 











回 収 を 図る こと に な り ま す 。 


クタ リン グ 業 者 か ら 労 働 者 へ の 金銭 の 交付 だ け 


















































自費 者 被害 の 拡大 防止 の 観点 か ら 、 














金 の 回 収 を 含め た 6 
貸付 け と 同様 の 機能 を 


金 移 転 の シス テム が 構築 され て いる と い 
有 し て いる と 認め られ る た め 、 | 給与 
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USN 0 0 





は 、 貸 金 業 に 該当 する と 考え られ ます 。 
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回 




















と は 、 同 法 第 11 条 の 無 
対処 し て い 

















涯 と 








金融 庁 と し て も 、 捜 


金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト や Twitter の 金 員 





当局 等 と 緊密 に 連携 し つつ 、 厳正 に 











庁 公 式 ア カウ ント に 














リー フレ ッ ト を 掲載 する な ど し て 、 広 く 一 般 へ の 注意 喚起 を 行っ て いま す 。 さ ら に 、 貸 金 業法 の 登録 


を 受け て いな い ヤ ミ 金 融 業 者 に 
SNS に お いて 行わ れ て いる 実態 が ある こと か ら 、 プ ラッ ト フ ォ ー マ ー や SNS 事 業者 に 対し て 利 
NS EE CR 





上 








よる 「 給 与 フ ァ ク タリ ング ] 








の 2 1 付 R3 つ 
引 除 を 要 


に 関す る 勧誘 や 広告 が 、 





























終わ り に 
ヤミ 金融 業者 に よる | 給与 ファ クタ リン グ ]| を 利用 する こと に より 、 高 額 な 手数 料 の 請求 や 悪質 な 


取立 て と いっ た 被害 を 受け る お それ が あり ます 。 ま た 、 本 来 受 け 取る 賃金 
活 が か えっ て 悪化 し 、 生 活 が 破綻 する お それ が あり ます 。 さ ら に 、 新 型 
に 便乗 し て 、 こ の よう な 被害 が 拡大 する こと も 懸念 され ます 。 


取れ な く な る た め 、 経 


計 ! 





済 的 生 











ロナ ウイ ルス 感染 症 【 

















































































































































































































より も 少な い 金 額 し か 受け 






































































































































































































































旨 さ ま に お か れ ま し て は 、 ヤ や ミ 金 融 業 者 に よる | 給与 ファ クタ リン グ | を 絶対 に 利用 し な いよ う 、 
お 願い し ます 。 ま た 、 生 活 資金 に お 悩み の 方 は 、 公 的 な 貸付 制度 4 を 実施 し て いる 機関 等 (お 住ま い の 
市 区 町 村 社 会 福祉 協議 会 等 ) へ の ご 相談 を お 願い し ます 。 

1 「 一 般 的 な 法令 解釈 に 係る 書面 照会 手続 ] に お いて 照会 が あり 、 本 年 3 月 5 日 付け で 回 答 し 、 同 月 6 日 に 金融 庁 カ ウェ ブサ イ 

ト に お いて 公表 。 

2 最高 裁判 所 昭和 43 年 3 月 12 日 判決 、 令 和 2 年 3 月 24 日 参議 院 厚生 労働 委員 会 に お ける 平木 大 作 議員 の 質問 に 対す る 厚生 労 

働 省 の 答弁 等 。 

3 貸金 業 の 無 登録 営業 は 10 年 以下 の 懲役 若しくは 3000 万 円 以下 の 禄 金 又 は その 併 科 と され て いま す (貸金 業法 第 47 条 ) 。 

4 生活 福祉 資金 貸付 制度 等 (詳し く は 厚生 労働 省 ウ ェ ブ サイ ト 

(https://www.mhlw.go.jp/st せ /seisakunitsuite/bunya/hukushi 人 6SBIRBSUROEG GSIKGUGUBIOKUSHIESIMCIRIZRGESHU 中 0 
を ご 参照 願い ます 。 








LINE 公 式 ア カウ ント 
「 金 融 庁 コロ ナ サポ ー ト ! 」 開設 








金融 庁 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 拡大 に 伴い 、 当 庁 が 実施 し て いる 中 小 企業 
の 資金 繰り 支援 等 の 対応 策 を 国民 に 対し て 迅速 か つ 効 果 的 に 情報 提供 する た め 、5 月 26 日 
( 火 ) に 、LINE 公 式 ア カウ ント 「 金 融 庁 コロ ナ サポ ー ト ! 」 を 開設 し まし た 。 

「 友 だ ち 登 録 」 を し て いた だ く こ と で 、LINE ア プリ 内 で 、 新型 ヨ ロナ ウイ ルス 感染 症 で 
影響 を 受け る 事業 者 ・ 個 人 の 皆様 を 支援 する た め の 情 報 を 随時 受け 取る こと が で きま す 。 
【LINE 公 式 ア カウ ント の 機能 概要 】 
公式 アカ ウン ト で は 、 金 融 機関 へ の 要請 や 民間 金融 機関 に お ける 実質 無利子 ・ 無 担保 融 
資 に 関す る 情報 、 資 金 繰り 等 に 関す る 各種 相談 窓口 等 の 情報 を カテ ゴリ ー 別 に 配信 し て い 
る ほか 、 金 融 庁 ウェ ブサ イト で 掲載 し た 新着 情報 に つい て も 、 随 時 配信 し て いき ます 。 


【 ア カウ ント 詳細 】 


















































く 金融 庁 コロ ナ サポ ー ト ! @⑧ 国 明 三 
2 の ト 名 金融 庁 コロ ナ サポ ー ト I 必 [金融 庁 か ら の お 知ら せ 】 
2 お 9 
LINE ID ・ @accessfsa2020 NSP 





画 を 公表 し まし た 。 神 田 大 臣 政 務 


官 出演 ! ! 














ぜひ 、 ご 覧 くだ さい \ ャ と 
youtu.be/ExVE9AEtZxk 


【「 友 だ ち 登 録 」 の 方 法 】 
LINE の アプ リ を スマ ー ト フォ ン に イン スト ー ル し た Poo 
後 、 下 記 の いずれ か の 方 法 で 、「 友 だ ち 」 登録 が で き 


まま: 資金 繰り に お 困り の 事業 者 の 方 に 金 
融 庁 か ら の お 知ら せ で す (ロン グ … 





金融 庁 が 行う 施策 の 詳細 は 、 以 下 の 
URL か ら ご ご 覧 くだ さい 。 


<ID 検 索 か ら の 登録 方 法 > 
5 | oc 7 


LINE ア プリ を 起動 し 、 ホ ー ム の 「 友 だ ち 追 加 」 画面 か りー ロー ンジ 
ら 、「ID 検 索 」 ボ タン を 選択 する 。 文 字 入 力 画面 に 、 の 
「@accessfsa2020」 と 入力 検索 し 、 友 だ ち 登録 する 。 ーーーーー 一 


< リン ク か ら の 登録 方 法 > 
I ド 記 の リン ク よ り 友だち 登録 する 。 = aa 


https://lin.ee/WPfVjAyU LINE で は カテ ゴリ ー 別 に 
情報 が ご 覧 いた だ け ま す 。 





























<QR コ ー ド か ら の 登録 方 法 > 

QR コー ド 読 み 取 り 機 能 が 付い て いる スマ ー ト フォ ン 
を お 使い の 方 は 、 LINE ア プリ を 起動 し 、 ホ ー ム の 

「 友 だ ち 追 加 」 画面 か ら り 、 「OR コ ー ド 」 ボタ ン を 選択 
する 。 読み 取り 画面 が 開く の で 、 右 記 の QR コー ド を 読 
み 取 りり 友だち らち 登録 る 











1 測 ) 


金融 庁 の 新型 コロ ナ 感染 症 関連 の 施策 に つい て 

















令 和 2 年 5 月 の 新型 コロ ナ 感 染 症 関連 の 主 な 施策 を まとめ まし た 。 


画 麻生 金融 担当 大 臣 談話 (金融 機能 強化 法 の 改正 に つ 
現在 、 日 本 の 金融 
度 第 2 火 補正 壮 


カラ 
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本 性 る 


算 に 


金 の 活用 等 


等 に よ 

























































































2 ステ 信康 了 
MS 
金融 機能 強化 に 
CU I Xs 



































し で 5 りり 








その 健全 


いて ) 
性 に 問 


(5 月 27 日 ) 





等 の 影響 を 踏ま え 、 


























NR 所 要 の 措 直 が * 
今後 も 引き 続き 、 し っ か り と 中 小 企業 等 を 支え 、 経 









































題 は あり ませ ん 。 こ うし た 中 、2020 年 
金 繰り 対 
20GUO ま 9 


ッ 
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金融 機関 に お い 


の 積み 増し 

























































































済 の 再生 を 図っ て いく こと が 求め られ て いま す 。 金融 庁 は 、 こ うし た 「 将 来 を 見 据え て の 先手 の 対応 」 
と し て 、 金 融 機関 に 対す る 国 の 資本 参加 制度 で ある 金融 機能 強化 法 の 見 直し を 行う こと と し まし た 。 

画 民間 金融 機関 に お いて 実質 無利子 ・ 無 担保 融資 を 開始 (5 月 1 日 ) 

事業 者 へ の 資金 繰り 支援 を 更に 徹底 する 観点 か ら 、 い わ ゆ る 実質 無利子 ・ 無 担保 ・ 据 置 最大 5 年 の 融 
資 に つい て 、 民 間 金 融 機関 に も 対象 を 拡大 し 、 各 都 道 府 県 等 に て 順次 炎 本 制度 が 開始 され まし た 。 
詳し く は 、 本 誌 の 2 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 

一 _ 金融 機関 へ の 資金 繰り 支援 等 に 関す る 要請 

金融 庁 で は 、 事 業者 や 個人 の 資金 繰り 支援 に 積極 的 に 取り 組む よう 金融 機関 に 要請 し て いま す 。 




















【5 月 に 実施 し た 主 な 要請 】 
〇 家賃 の 支払 い に 係 る 事業 者 等 の 資金 繰り の 支援 に つい て (要請 ) (5 月 8 日 ) 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 家 賃 支 払い が 深刻 な 課題 と な っ て いる 中 小 事業 者 ・ 個 人 に 対し て 、 今 回 導入 され た 実質 無利子 ・ 保 証 
料 免除 の 制度 融資 等 の 新規 融資 ・ つ な ぎ 融 資 や 、 既 往 債務 に つい て の 元 本 ・ 金 利 を 含め た 減免 ・ 返 済 
狐 予 等 ( 元 本 据置 き ・ 返 済 期限 の 延長 等 ) の 条件 変更 等 を 迅速 か つ 柔 軟 に 実施 する こと 
・ ホ テル 、 レ ジャ ー 施 設 、 簡 易 宿所 、 民 泊 施 設 、 テ ナン トビ ル 等 の オー ナー 等 に 対し て 、 新 規 融 資 ・ つ 
な ぎ 融 資 や 、 既 往 債務 の 元 本 ・ 金 利 の 減免 ・ 返 済 猫 予 の 条件 変 oe に 実施 する こと 
・ 既 往 債務 に つい て 、 返 済 猛 予 等 の 条件 変更 に あたっ て 発生 する 手数 料 ・ 違 約 金 等 に つい て 顧客 の 事情 
を 勘案 し 特段 の 配慮 を 行う こと を 要請 
OE CG まえ た 資金 繰り 支援 に つい て (要請 ) (5 月 27 日 ) 
事業 者 へ の 元 本 据置 等 の 条件 変更 や 新規 融資 の 迅速 か つ 適 切な 実行 を 更に 徹底 する と と も に 、 事 業者 
62 応じ た 支援 に 2 以下 の 事項 等 を 改め て 確認 ・ 周 知 
・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 拡大 前 に 正常 先 と 認識 し て いた 事業 者 に つい て は 、 引 き 続 き 同 一 の 評価 
と する こと に つい て 、 金 融 機関 の 判断 を 尊重 する こと 
・ 各 民間 金融 機関 に お ける プロ パー 融資 残高 等 を 分 析 し 、 政 策 金融 機関 等 の 融資 ・ 保 証 の 実施 状況 を 参 
照 し つつ 融資 残高 が 減少 傾向 に な いか な ど 、 事 業者 へ の 資金 繰り 支援 の 状況 え ヒ アリ ング す る こと 
資本 性 借入 金 を 積極 的 に 活用 すべ きこ と を 改め て 確認 する と と も に 、 監 督 指針 に お いて も 明確 化 
〇 住宅 ロー ン 等 に 係る 要請 に つい て (5 月 27 日 ) 
・ 業 界 団体 と の 意見 交換 会 に お いて 、 住 宅 ロ ー ン 等 に 関す る 顧客 の ニー ズ を 十分 に 踏ま えた 条件 変更 等 
( 還 UIG 0 末 か つの 生 (AU の Go AO 叶 請 
画 企業 情報 の 開示 に つい て (5 月 21 日 ) 
企業 会 計 基 準 委 員 会 が 公表 し た 議事 概要 「 会 計上 の 見 積 り を 行う 上 で の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関す 
る 開示 の 考え 方 ]」 ( 令 和 2 年 4 月 10 日 、 令 和 2 年 5 月 11 日 追補 ) を 踏ま え 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影 
響 に 関し て 、 企 業 に 充実 し た 開示 を 期待 する 旨 を 要請 。 


企業 に お いて 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に 
記述 情 




















「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 に 関す る 記述 情報 の 開示 Q & Al の 公表 (5 月 29 日 ) 

















金吾 庁 の 施策 に つい て の 詳細 は 、 以 下 の 人 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト の 特設 サイ ト を ご 覧 


























に 関す る 開示 の 検討 に 
報 に つい て 、 投 資 家 が 期待 する 好 開 示 の ポイ ント を まとめ た 0Q〈 &A を 公表 。 





で る JR ②、。 

















https://www.fsa.go.jp/ordinary/coronavirus202001/press.html 





経営 戦略 や リス ク 等 の 





くだ さい 。 
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先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
(2020 年 5 月 1 日 5 月 27 日 ) 









































> 民間 金融 機関 に お いて 実質 無利子 ・ 無 担保 融資 を 開 % 


> 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 拡大 に よる 緊急 事態 ・ 金 融資 本 市 
場 の 機能 維持 に 関す る 麻生 金融 担当 大 臣 談 話 (5 月 4 


> | 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を 踏ま えた 企業 決算 ・ 監 査 等 へ の 対応 に 係る 連絡 協議 会 」 第 
5 回 (5 月 8 日 ) 、 第 6 回 (5 月 14 日 ) 、 第 7 回 (5 月 25 日 ) に 開催 


> 賃料 の 支払 い に 係る 事業 者 等 へ の 配慮 に つい て 要請 (5 月 8 日 ) 

> 家賃 の 支払 い に 係る 事業 者 等 の 資金 繰り の 支援 に つい て 金融 機関 に 要請 (5 月 8 日 ) 
> 金融 庁 に 関す る パン フレ ッ ト (5 月 13 日 ) 

> ギャ ン ブ ル 等 依存 症 問題 啓発 週間 (5 月 14 日 か ら 5 月 20 日 ) (5 月 14 日 ) 


ヶ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 感染 拡大 に よる 緊急 事態 宣言 を 踏ま えた 金融 レス テム ・ 金 融 
場 の 機能 維持 に 関す る 麻生 金融 担当 大 臣 談話 (5 月 14 日 ) 


> 金融 機関 に お ける 貸付 条件 の 変更 等 の 状況 の 更新 (5 月 15 日 ) 


ヶ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 係る 緊急 事態 解除 宣言 を 踏ま えた 今後 の 対応 に 関す る 麻生 金融 担 : 
大 臣 談話 (5 月 25 日 ) 


>LINE 公 式 ア カウ ント 開設 (5 月 26 日 ) 
> 金融 庁 や 民間 金融 機関 が 行う 資金 繰り 支援 に 関す る 動画 (5 月 26 日 ) 


ヶ 6 月 16 日 に |Regional Banking Summit (Re:ing/SUM) 」 x 日経 地 方 久生 フォ ー ラ ム | を 開 
催 (5 月 27 日 ) 


> 住宅 ロー ン 等 に 係る 条件 変更 等 の 迅速 か つ 柔 軟 な 対応 に つい て 要請 (5 月 27 日 ) 
> 令 和 2 年 度 第 2 次 補正 予算 の 決定 を 踏ま えた 資金 繰り 支援 に つい て 金融 機関 に 要請 (5 月 27 日 
> 今後 の 事業 者 の 資金 繰り 支援 に つい て 要請 (5 月 27 日 ) 
金融 機能 強化 法 の 改正 に 関す る 麻生 金融 担当 大 臣 談 話 (5 月 27 日 ) 


> 資本 性 借入 金 の 取扱 い の 明 確 化 に 係る | 主要 行 等 向け の 総合 的 な 監督 指針 | 等 の 一 部 改正 (5 月 
27 日 ) 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ Twitter 金融 庁 公式 アカ ウン ト 
https://twitter.com/fsa JAPAN 
・ 金融 庁 金融 サー ビス 利用 者 相談 室 
https://www.fsa.qo.]p/receipt/soudansitu/index.html 


(受付 時 間 : 平日 10 時 て 17 時 ) 
電話 (ナビ ダイ ヤル ) : 0570 一 016811 FAX :03-3506--6699 
※IP 電 話 か ら は 、03- 5251-6811 に お か け く だ さい 。 


twitter 情 報 発信 











編集 後記 
アク セス FSA 6 月 号 を ご 覧 いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 


紙面 で も 紹介 し まし た が 、 足 下 で 新た な 広報 ツー ル の 活用 を 始め まし た 。 動画 タ ー ゲ ッ ト 広 告 と LINE ア カウ ン 
ト で す 。 ど ちら も 新しい 取り 組み で す が 、 効 果 的 な 広報 の た め 使 いこ な せる よう 頑張 り た いと 思い ます 。 


また 、 人 金融 庁 が 力 を 入れ て いる 組織 改革 に つい て 、 遠 藤 長官 に 多い に 語っ て いた だ きま し た 。 人 金融 庁 の 組織 改 


に が 熱意 が 読者 の 皆様 に 伝 ば 幸い で す ! 
革 に 対す る 熱意 が 読者 の 皆様 に 伝われ ば 幸い で す 全 融 庁 広 報 室長 和田 良隆 
編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 





